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第 回鵡川町・穂別町合併協議会会議録2

平成 年 月 日(月) 時 分16 10 18 13 30

場所 穂別町 町民センター集会室:

議事

報告事項•

財政シミュレーションの作成について1.

総務企画小委員会の調査・審議の経過及び結果について2.

産業生活小委員会の調査・審議の経過及び結果について3.

協議事項•

合併の方式について1.

合併の期日について2.

新町の名称について3.

新町の事務所の位置について4.

議会議員の定数及び任期の取扱いについて5.

一般職の職員の身分の取扱いについて6.

特別職の身分の取扱いについて7.

農業委員会委員の定数及び任期の取扱いについて8.

地方税の取扱いについて9.

使用料、手数料の取扱いについて10.

国民健康保険事業の取扱いについて11.

介護保険事業の取扱いについて12.

保育事業の取扱いについて13.

公営住宅の取扱いについて14.

水道事業の取扱いについて15.

下水道事業の取扱いについて16.

学校教育関係事業の取扱いについて17.

新町建設計画について18.

協議会全体スケジュールについて19.

その他•

出席委員

鵡川町•

会長 山口 憲造◦

委員 奥村 信幸◦

委員 竹中 喜之◦

委員 小坂 利政◦

委員 三倉 英規◦

委員 津川 篤◦
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委員 石田 節子◦

委員 新田 富夫◦

委員 前田 歳一◦

委員 源津 タメ子◦

委員 高田 正明◦

穂別町•

副会長 横山 宏史◦

委員 山崎 真照◦

委員 小林 繁◦

委員 遠藤 重幸◦

委員 長谷川 健夫◦

委員 星 正臣◦

委員 野田 省一◦

委員 鹿糠 貢◦

委員 藤岡 孫一◦

委員 外舘 昭司◦

委員 高野 栄子◦

欠席委員

鵡川町•

委員 中奥 武夫◦

穂別町•

委員 紀藤 文秀◦

項委員2

胆振支庁地域政策部長 棟方 裕昌 (加藤満主幹代理出席)•

鵡川町及び穂別町関係者

鵡川町助役 中道 光治•

穂別町助役 横山 弘志•

協議会事務局

事務局長 臼井 康彦•

参事 今荘 光男•

総務計画班•

主幹 阿部 勉◦

主事 神田 順之◦

調整班•

主幹 酒巻 宏臣◦

主任 村上 司◦

開会

午後 時 分3 00
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臼井事務局長

開会前でございますが、皆様にご報告を申し上げたいと思います。

本日はお忙しい中、委員の皆さんそして傍聴されていた皆さん、ご出席いただきましてま

ことにありがとうございました。

本日、出席委員数、全員出席しておりますので、本日の協議会は定足数に達しております

ので、成立しているということをまずご報告申し上げたいと思います。

それでは、定刻になりましたので、早速開催をしたいと思います。

まず、開催に先立ちまして、会長からごあいさつをいただきます。

あいさつ

山口会長

第 回目の鵡川・穂別の合併協議会を開催をするに当たり、大変公私お忙しい中をご出席3

をいただきましてまことにありがとうございます。また、この合併協議に際しましては、

それぞれの委員の皆様方には鋭意ご苦労をおかけしながらご議論をいただいていること

を、重ねて会長としてお礼を申し上げる次第でございます。

本日はまた多くの傍聴の皆様方にご出席、ご参加をしていただきまして、非常にこの合併

議論も終盤に差しかかってきたわけでございます。そういう意味ではやはり、町民の皆様

方の関心も大変多くなってきていただいているというふうに思っておりますし、このこと

がいわばこの 町の合併の是非に一つの大きな判断材料にもなっていくというふうに私自2

身思っておりますので、ひとつ傍聴のほどをよろしくお願い申し上げたいと思います。

さて、これまで各小委員会の中でそれぞれの合併協定項目につきましてご議論をいただい

たわけでございます。その中で 月あるいは 月にかけて穂別町、鵡川町でそれぞれの10 11

まちが町民に対しまして住民説明会を開催をしてきたところでございます。それを受けま

してそれぞれの住民説明会の内容等について精査をしながら来たわけでございますが、と

りわけ今回の議題の一つでございますが、本日は新町名についての議題を一つに絞って議

論をしていただきたいと思っておりますが、冒頭私の方からこの問題につきまして、非常

にスケジュールがおくれぎみになってきたということで、鵡川町の首長として、穂別町の

皆様方にご迷惑をかけていることを心からおわびを申し上げる次第でございます。

本町の、私どもの住民説明会の カ所で開催をさせていただいた中身がご承知のように、6

合併の是非の一つの判断として、この町名名称の項目がやはり大きく実は意見としていた

だいているところでございます。この問題は鵡川町民にとっては、いわば合併の是非を決

めていく大きな一つの課題として私どもは受けとめていかなければならないというふうに

思っております。これまで皆様方に大変ご苦労を重ねていただきながら、それらの項目に
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ついて協議会としても決定をさせていただいた経過がございますが、しかし一方では、私

どもの町の説明会の中でそういう大きなご意見をいただいたということを、この場で私の

口から直接申し上げたいと思っております。そういう意味ではこの問題につきまして、特

に鵡川町としての、私の首長としての考え方が大きく合併の是非を問う大きな問題に浮上

してきたということを、改めて鵡川町の首長として申し上げたいというふうに思っており

ます。

今日はそういう意味で、大変お忙しい中を出席をしていただきましたが、大変重要な一つ

の項目でございます。ぜひ忌憚のないご意見をいただきながら、この協議会を進めてまい

りたいというふうに考えておりますので、よろしくお願い申し上げたいと思います。

臼井事務局長

それでは、これから開催するわけですけれども、この協議会の規定上、会長が議長に当た

ることになっておりますので、会長、開会宣言とあわせて、以降の進行をよろしくお願い

したいと思います。

議事

山口会長

それでは、議事を進めさせていただきたいと思いますが、まず事務局の方から、まずはお

手元にございます資料の確認だけをさせていただきたいと思っておりますが。

臼井事務局長

先ほど会長の方から住民説明会等のことに触れられておりましたけれども、 月 日に10 18

第 回の協議会を開催した以降、新町名称あるいは新町の将来像について住民の皆様に公2

募をしたわけでございますが、その結果については既に、委員の皆様そして町民の皆さん

、 、方にも広報等で周知をし 委員の皆様にはそれぞれ資料として事前配付しておりますので

内容については省略をさせていただきたいと。また、住民説明会につきましても、 月10

下旬から 月にかけて 町それぞれに住民説明会を開催しているところであります。本11 2

日、お手元の資料につきましては、町名の応募結果について再度整理したものをそれぞれ

お手元の方に配布しておりますので、参考にしていただければと思います。

以上でございます。

山口会長

それでは確認をできましたので、本日の第 回の協議会の開催に当たりまして、総務企画3

小委員会の方から、本日の議事の協議事項について報告を求めたいと思いますが。

(発言要望の声あり)
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山口会長

そうですか。ただいま鵡川の奥村議長の方からご発言の趣旨の申し出がございますので、

これを許したいと思います。どうぞ。

奥村委員

それでは、議長のお許しをいただきましたので、一言ご意見なりごあいさつを申し上げた

いと思います。

先日の第 回の総務企画小委員会におきまして、私どもの新田副委員長の方から協議が10

始まる前に、鵡川町の公募の結果、また住民意向の話をいたしまして、何といいましても

鵡川町の新町名の中に鵡川町名をなくすということはできない、存続してほしい、という

ようなご意見のもとに、本来であれば公募の結果、それに基づきまして審議する運びかと

そのように存じておりましたけれども、私ども鵡川町の町民の意向、また 会場におきま6

す住民説明会のそれぞれの会場からの住民の声といたしまして 「何としても町名には、、

10やはり『鵡川町』というものを存続してほしい」と、こんなようなことで、先日の第

回の総務企画小委員会に申し出まして、本来の公募に基づく小委員会が進められなかった

このことにつきまして、穂別町の小委員会の皆さん方に心から、これにつきましてはやは

り審議にかかわる違反行為でなかろうかなと、こんなことでございまして、心からこの件

につきましてはおわびを申し上げさせていただきます。ですけれども、我々鵡川町の住民

意向と、それから 回にわたります住民説明会、さらには漁業関係者、商業者の方から要6

望書がまいっておりまして、やはり我々の立場というのは、町民の意思、意向を無視する

わけにはいかないと、そんなようなことでございます。

そんなことで本日は、名称に係る 件で今日の議事を進めるようでございますので、どう1

ぞ鵡川町の意をお酌みいただきまして審議をしていただきたいと、このようにお願いを申

し上げまして、一言意見とさせていただきます。

議長、よろしくお取り計らいくださいますよう、お願い申し上げます。

山口会長

まず、総務企画小委員会の方からご発言をいただきたいと思いますが。

どうぞ。

山崎委員

月 日に、穂別町・鵡川町の住民説明会が終わった後で、鵡川の総務企画小委員会の11 22

新田副委員長の方から私の方に電話がございまして 「住民説明会の中で、鵡川町の名称、

のことから大変大きな問題になっている」というようなことで連絡がございまして 「早、

急に小委員会を開いて、その中で私もお話をしたいことがあるので」という云々のお話が

ございまして、その後、 日に総務企画小委員会を開いたわけでございます。22
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その中で新田副委員長の方から、鵡川町のこういうことになっているのだ、というような

話の中から 「鵡川町の町の名称、やっぱり『鵡川』というものを外せないのだ」と「何、

とか穂別の委員の皆さんのご理解をいただきたい」というような発言でございました。そ

こで、穂別側と鵡川側と話し合いが行われましたけれども、最終的には、この総務小委員

会で話し合うべき問題ではない、やっぱり協議会を開いていただいてその場で話し合うべ

きだ、というような意見から、事務局長の方から「それでは、委員の 分の の賛同が得3 1

られれば、協議会を開くことを請求できる」というようなことから話し合いを行い、採決

を行った結果、総務企画小委員会全員の賛成によってこの協議会を開くということに至っ

たわけでございます。

それで、今日の協議会ということになったわけでございますが、私はちょっと委員長とし

て大変認識不足で申しわけないと思っておりますけれども、この小委員会の委員の 分の3

ということではなく、協議会の委員の 分の の請求があれば開かれるわけでございま1 3 1

3 1すから、我々総務小委員会の賛同が得られなくても、鵡川の協議会の委員さんの 分の

の賛同が得られれば今日の協議会が開かれたわけでございますので、その辺の私の思い違

いもありましたし、事務局の方のちょっとした説明ミスもあったのかなというふうに思っ

ていますけれども、そういう行き違いもありましたけれども、今日の協議会に至ったとい

うことでございますので、ご理解をいただきたいというふうに思っております。

山口会長

ありがとうございました。

それでは、まずは鵡川町の委員の皆様方、どなたかご発言のほどをお願いを申し上げたい

と思いますが。

新田委員

この間の総務企画小委員会でご説明をさせていただきましたけれども、今、うちの議長か

。 、らもるる説明をさせていただきました おおむねそういうようなことでありますけれども

その町名の問題について、その後も鵡川町で非常に関心を集めている、あるいは前以上に

このことについて町の中で非常な論議になっていることが事実でありますし、それからこ

の間、 月 日の日に、実は急遽特別委員会ではありませんけれども、議員全員で協議12 3

をさせていただきました。そのときも、やはり町名は「鵡川町」にと。名前は「鵡川町」

ということで合併協議を進めていただきたい、というような議員全員の総意をいただいて

来ているわけでありまして、このことについては、この合併を進めていく中で、この鵡川

町という町名の問題については、鵡川町の委員全員が「ここは譲れない」というような結

論に達しておりますので、これは委員全員というよりも、鵡川町の町民総意であろうとい

うふうに私たちも考えておりますので、これは相手があることでありますから私たちだけ

でこのことを押し通していくということにはなりませんので、どうかひとつそこのところ

は穂別町さんも鵡川町のこの熱い思いを受けていただいて、何とかひとつ、このことにつ
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いて再考していただけるような考え方でこの合併協議会を続けていきたいというふうに考

えておりますので、よろしくひとつ今日は、ご討議をお願い申し上げたいと思います。

山口会長

ただいま鵡川の委員の方からご発言があったわけでございます。私も、会長でございます

から、会長としての考え方というのは非常にまとめていかなければならないという一方で

は、私も立場を持っているのも事実であります。しかし、責任を持って住民説明会をした

、 。 、のも 私でございます そういう観点からお話をさせていただきたいと思っておりますが

これまで本来、私自身の会長としてのとらえ方は、やはり小委員会の中でいろいろ議論し

ていただいて、そして協議会はいわばこの確認の場だという、一つの大きな流れの中でこ

の協議会の運営を行っていきたいというような考え方でこれまで来たつもりでございま

す。そういう意味では、この名称につきましては、小委員会におかれましても非常に一定

程度の長い期間ご議論をいただいた経過もございます。そういう中で決められた中身を協

議会で決定をしてきたわけでございますが、まだまだ合併の是非の判断には、名前もそう

でございますが、まだまだ中身、財政議論、あるいは今後の方向性などを含めてまだ大事

な部分は残っていますが、その中間的な説明会の中での、この名称の実はかかわりでござ

いました。そういう意味では、いわば最終的には住民説明会の中では、 月、年明け早々1

に最終的な判断をやはりしていかなければならないというお話をさせていただいたわけで

ございますが、しかし、鵡川町の住民説明会の中では多くの方々がやはり、合併のいわば

私自身のとらえ方は、合併をしてはいけないという判断はなかったやに私自身はとらえて

、 、 、おりますが しかし合併に際しては この鵡川町という名前を外さないでいただきたいと

こういうのが住民説明会の皆様方の大半な意見だというふうにとらえてきたところでござ

います。したがいまして、それを責任を持つ私としては、いわばこの問題をやはり後に延

ばすということは、私自身も非常に難しい、今後の合併議論の中では難しい議論に入って

いかざるを得なくなる可能性もあるのかなと。したがいまして、いわばこの名称問題は冒

頭申し上げましたとおり、今の時点では、町民の皆様方の判断としては、いわば合併の是

非の判断の大きな材料にもなってきているというふうにとらえているわけでございます。

その辺、ただいま鵡川側の委員の方からもお話をさせていただいたわけでございますが、

これらについてご意見をいただきたいというふうに思っております。

どなたか、ご発言のほどをお願い申し上げたいと思います。

山崎委員

実は今日のこの協議会に当たって、昨日の午後 時から、穂別町では議会の合併特別委員2

会を開いてございます。その中に穂別町の一般の委員も傍聴として招いて、我が特別委員

会の中身の意見をお聞きをいただいて、特別委員会ですから、一般の委員の意見もいただ

くときには、暫時休憩をとりながら一般の委員の意見もいただいて、実は穂別町側として

は話をしてきてございます。

結論から申し上げます。
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月 日、第 回協議会で決定をしたことについては遵守していただきたい。このこと10 18 2

についてはこの決定を受けた後に、穂別町としても住民説明をして、その中身を皆さんに

理解をしていただいて、そしてこの合併というものを進めているわけでございますので、

うちとしてはこのことを遵守していただくほかはない、というのが結論でございます。

ですから今日は、いくら鵡川町さんが「穂別の考え方を」と言われても、それ以上ご意見

を申し上げる気もございませんので、その辺ご了解をいただきたいと思います。

石田委員

今、山崎委員の話の前にお話をしたかったのですけれども、新田委員の意見の、さらにも

うちょっと言わせていただきたいと思います。

私は「後悔は先に立たず」という言葉を実感しているのですけれども、私たちが町名と庁

舎で紛糾していたときのその期間に、私は非常に自分自身も説明不足だったなと思ってお

ります。というのは、会議は持ちましたけれども、肝心の町民に対して、なぜそうなった

のかという説明を欠いてしまったことを残念に思っております。町民の真意を問わなかっ

。 、 、 、たことを残念に思っております で 町民は いきなり町名募集の用紙が配布されてきて

そして「旧町名を使ったら無効になる」ということを初めて聞いて、びっくりしてしまっ

たわけです。そして、怒りが爆発してしまったわけです。私はここに大きな反省点がある

と思っております。なぜその用紙に、経過説明を 行でも 行でもわかるように書かなか1 2

ったのか、書いてあげたら親切だったのではないかと思って、それが町民の怒りを買った

のではないかなと思っております。

そこで、住民説明会を開いたところ、やはり町民からは「鵡川という名前を残すべきだ」

と大多数の意見が出たわけです。私たちはこのことを最重要と考え、町民の意見に背けな

いと判断して、その真意を委員会に出したわけです。

、 。 、 、私たちは 非は非と認めます それで 山崎委員のおっしゃることはわかりますけれども

、 、 。その非は非と認めながら その上でもう一度 鵡川町という名前を再考していただきたい

そのように切に願望して、そして鵡川という共有財産を新しいまちをつくったときに、み

んなでそれを大きくしていく、そういう思いでおりますので、もう一度考え直していただ

きたいと思っております。

小林委員

穂別の小林ですけれども、私はもう委員の方は別ですけれども、今言う、この言われてい

る言葉が、あなた方が町民に先に言って私らに出てくることで、あなた方が先に言ってし

。 、まうからこういうことになってしまったと思うのですよ 私らは町民によく理解を求めて

私らは来ていますから。だから 「穂別町はこうだよ」と。鵡川町さんの方は逆なのです、

よ。あなた方が「いいから 「これでいい」と進めてきて、今になって「町民が言われる」
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から、何とか」と言うことはおかしいのでないですか、それは。違うんでないの。この辺

なんだと思うのだ。あなた方の落ち度だと思うよ。私らはもうここでこのまま 「何だ」、

といって帰るというわけにいかない。帰っても……私らは帰って町民に、今度逆に「鵡川

」 、 。 、がそう言うものですから といって下がるというわけに私らいきませんよ それは 今度

「何だおまえら」と私らがやられる番で。あなた方は今度、逆に町民の方からやられんだ

ろう。私らは今度、帰ってやられるのですよ。どうですか。あなた方が悪いか私らが悪い

か、よくわかるでしょう これ。町民の方、みんな聞いているのだから。けんかしに来た?

のでないからね。

石田委員

小林さんのおっしゃるとおりです。ですから、私たちは本当に後悔が先に立たずというこ

とをしみじみ感じておりますけれども、非は非と認めて、このままでは住民に説明はでき

ないということで意見を申し上げているわけです。

山口会長

ほかに、ご意見ございませんでしょうか。

(「てっくり返りませんよ 」と呼ぶ者あり)。

小林委員

これは私たちもあんた方も議員さんですから、やはり町民には勝てないと思うのです。町

民の声を生かしていくのが本当です。しかしその前に、悪いけれども、トップにいる町長

さん、あなたがなぜもっと町民の中に入っていって説明をして、そうしてやらなかったか

ということですよ。そうでないですか、町長。そこだよ、僕は。どうも話がちぐはぐにく

る、ちぐはぐにくる。よくわしらの方もあるけれども、あなたの説明が町民に届いていな

。 。 、 「 」「 」いのでないですか だからこういうことになるのですよ 私 今日ここで 良い 悪い

と言われて帰るというわけに……何も決めてはいけないと、これで一たんこの場で終わら

せてもらって、帰ります。どうですか。

山口会長

、 、 、それでは 私の方から答弁をさせていただきたいと思いますが これまで合併協定項目に

私どもの今回の合併議論は非常に期間が、胆振東部の期間を含めて、若干時間が足りなか

ったという気もしないでもないわけでございます。そういう意味では、非常に他のいわば

合併協定項目も含めて議論をしていただいた経過もございます。そういう中で、名前だけ

……所在地、あるいは名称、そして議員定数と、この三つが大変大きな議論の中心になっ

ていたわけでございます。それと並行して、他の合併協定項目も議論をしていただいたと

いう経過がございます。そういう中ではやはり、特にこの三つの議論をいわば解決をする

ということは、町民を含めて私自身は、いわば合併をするということは、その町の諸事情

の中身があるから合併の選択を選んだと思っております。したがいまして、そのことだけ

で合併の是非を含めるということは、非常に他の大きな、特に財政状況でありますとか、
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それらを含めていくと、あまりにもいわば入り口論でそのことが決まっていくやに思われ

ているわけでございます。そういう意味では、先ほど申したとおり、大変重要な中身のこ

の三つを時間をかけて議論をしていただいたという経過もあるわけでございます。その中

では、もちろん私が知らないということではなくて、いわば鵡川町の委員といろいろと議

論をしながら、そして議会との議論をしながら、私どもの一つの思いもその小委員会で発

言をさせていただいた経過があろうかと思っております。

そういう意味でこの 町の合併の二つのパターンが、前回もありましたが、やはり行った2

り来たりの議論にしかどうしてもなりかねない。つまり、私どもとしては、穂別町さんが

いわば懸念をしている「対等」という一つのこの議論がどこに落ち着いていくのか、非常

。 。に私どもとしては悩んだ経過もあると思っております 私自身もそうだと思っております

、 、 「 」その意味で いわば合併を前提としていく中で あわせて穂別町の町民の皆様方の 対等

という立場を、気持ちを、どうとらえていくのかが大変、私は重要な、 町だけに重要だ2

と感じていたのは事実でございます。そういう意味では、これだけで私どもが町民の皆様

方に議論をすれば、やはり町民の皆様方は多分、私としては鵡川町の名前を捨てての合併

というものは多分ないと思っておりましたし、そういう意味ではまだまだ、先ほど申した

とおり大事な局面はまだあると思って、大事な重要な部分はあると思っていましたから、

そういう意味では一つの断腸の思いという、苦渋の選択を私はしたと思っております。そ

のことが、町民の皆さんに問いかけるというのは、やはりその他の部門も含めて問いかけ

たというのは、今回の説明会であると思っております。

したがいまして、私どもの思いと、やはり町民の皆さん方が思っている思いが、それには

理解も得られなかったというのが率直な私の考え方であります。それは、住民説明会の中

でも、私自身はそれまでの経過とその考え方なりを率直に示したつもりでございますが、

しかし今、冒頭申したとおり、予想以上に町民の皆様方は町名という問題を合併の是非の

判断に大きく議論、意見としてあるということが、今回の説明会の結果だと思っておりま

す。

私の答弁ですが、もし何か私にありましたら、ご意見をいただきたいと思いますが。

長谷川委員

穂別の長谷川でございます。論点がずれているのでないかと思うのですけれども、穂別の

考え方としては、 月 日に第 回の合併協議会で協議案第 号という議案の中で「新10 18 2 3

町の名称について」を議決しました。新町の名称募集要綱というものを決定をしたという

ことで、町民の皆さんに名前を募集したわけです。その条件の中に、応募に当たっての留

意事項 「 鵡川町 『穂別町』を使わない 「全国に既にあるまちの名前を使わない 、そ、『 』 」 」

れともう一つ、応募した名称に考えた理由をきちっと書いていただきたい、という 項目3

を決定をして、実は両町の公募が始まったということでございますね。

で、その選考の方法としましては、最終的には総務企画小委員会で 点程度まで名称を絞3
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って、協議会において再上程をして決定をしていく、というルールが実はあったはずでな

いかと思うのです。そのルールというものを度外視して、今町民から 件の新町の募集188

があったということを、それの論議をしないで、中間で「鵡川町という名前を使わせてほ

しい」という論議は、僕は、第 回の 月 日の決定事項というものはどういうことに2 10 18

なってしまうのかと。やはり協議会全体で決めた基準案というものをもって町民募集をし

たというのが、非常に重いことだと思っているのです。このことを論じないで、住民説明

会の中で、鵡川町さんの場合は 名の参加があったということで書いてありますけれど142

6 142 5 150 1 1,000も、 カ所でもって 名、穂別町が カ所で 名の住民説明会が済んだと。 万

、 、「 」人の町民がいるのに 約 の住民が参加した中で 鵡川という町名が非常に強かった300

という、その意見だけでやっていくという形ではなくて、一たんは 月 日の基準を決10 18

めた姿でもって検討して、その中で、今言ってこられた、中間で提起された「鵡川を使わ

せてください」というところをどうやっていくかということを、その段階でまたやるべき

ものであって、ここで提案されるものではないという思いで実は今回来ておりますので、

その辺の原点にもう一度戻って、会長、いただきたいなと思います。

山口会長

今回の、私自身もそう思っておりましたが、小委員会の皆様方の議事録を拝見をさせてい

ただいているわけでございますが、私自身は鵡川町の委員の方々には、旧町名を入れて募

7,000 4,000集をするということは これは私は鵡川町に決まると思っております これは、 。 。 、

でございますから、これは決まっても不思議ではないということだと思っております。そ

ういう意味で、そのことが穂別町さんの対等の一つの立てていただいていけるかどうか、

ここが私自身は非常に悩んだというか、鵡川町の委員さん方も私は悩んだと思っておりま

す。これが旧町名を入れて 「穂別町」になるということはあり得ない 「鵡川町」にな、 、

るということだと思っております。そこに、やはり所在地というものが入ってくるという

ことだと思っております。私自身は、いわば合併を前提として、穂別と鵡川という 町を2

合併を前提として議論しているわけですから、穂別町さんの一つの「対等」という気持ち

をどこで持つのか、これも私も会長としてはやはり考慮をしていくことも必要なのだろう

というふうに思っております。したがいまして苦渋の決断というのは、私はそこら辺に、

そこに私どもの思いがあるというふうにとらえております。

遠藤委員

一番聞きたくない言葉を聞いてしまいました。 対 の原理、そんなことありません、と7 4

いうことを総務委員会で再三、私たちも疑問に思って質問したら 「全くそういうことは、

ありません」と、これを言い切っておりましたですね。皆さん、ご存じですね。ところが

今、会長の口から、 人と 人だから鵡川に決まるのは当たり前だ、ということ7,000 4,000

をですね。これ、飛び出して、私はびっくりしたですよ。いかに委員と町長の接触がない

のか、そのことはすなわち町民に対する説明もみずからしていないという証拠だろうと。

これは私、うそを言っていませんよ。何度も 対 のことは私たちしつこく、そういうこ7 4

とがあってはいけない、と言いましたね 「そんなこと、絶対ありません」と。それが答。

えだったですね。ところが今、町長さん、会長さんから「 対 なのだから、町名は鵡川7 4
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に決まる」なんていう言葉を、私は聞きたくなかったですね。

18その前にちょっと言わせてもらいますけれども、町名を使ってもいいということは、

日には、それはいろんな庁舎の問題も絡んでいるにせよ、旧町名を使ってもいいというこ

とを一たん決めたのでしょう 議決したのでしょう 委員会では。そのときに私、ある議? ?

員に申し上げました 「新鵡川」ということは、それはどういう扱いになるのですか 「一。 。

切、そういうものは使いません」と、そちらが私の質問に答えたのではないですか。そう

いう経過の中で、そういうことを知らないで、先ほども出たとおり、いかに町民の声を大

事にするといったって、我々決定機関ですよ。それはもう責任を持って、私たちの行動は

町民に対して責任があるわけですから。そういうことを全く無視して、説明もしないまま

ぼつんと出すと、それは我が町かわいいですよ。穂別も 「穂別町名残してくれ」といっ、

、「 」 。 、て私ら走り回ったら そうだそうだ ということになりますよ それは 対の の原理7 4

知っていますよ。それを言っては、私はこの話は振り返って、もう一回原点から考えてみ

る必要があると思っています。

、 、 、 、 。だから 決して私たちは……主張はしました 庁舎の問題 町名の問題 議員定数の問題

それは当たり前でしょう 自己主張……そして融合するのか 合併でありますからね は、 。 。「

い、はい、はい」となるのは、これは吸収合併と言うのです。少なくとも「対等」という

表現を使ったら、公平性を保ちながらも自己主張して調和していくというのが合併でしょ

う。だから、何にもいきなり私たち求めていたのでない。ちゃんと鵡川さんにも、旧町名

を使ってもいいですよ、ということで合意した経緯なんか、説明したのですか。 日に18

決めたでしょう。そういうことも恐らく、鵡川の町民の方は知らないでしょう。だから、

そういうことをもう一度町民によく説明して……。

穂別の財政事情だって、財産もあるのだし、お金だって、それは借金は 億ぐらい多い10

のかもしれませんけれども、起債、いわゆる借金の中に交付金が入る率だって、鵡川と穂

別は違うのですから。何十億も起債で還元される部分があるわけですから、本当の実際、

膨大な借金なんて、精算すれば鵡川さんよりないのですよ。これは数字で出ていますよ。

だから、そういうことを詳しく相手の事情を認知させる、お互いに責任があるのですよ。

僕はそう思っています。ただ一方的に町名だけ言わないで、過去の経緯も十分説明なさっ

て、もう一度町民に、鵡川さんの内輪の問題でありますから、やっぱりその辺はちゃんと

けじめをつけて会議に臨んでいただきたいと私は思っています。

以上です。

新田委員

先ほど小林委員からも出ましたけれども、順序が違うという話は私らも承知の上で、この

間も、信義に反するというようなことについては陳謝をしながらこの話をしたわけであり

ますから、前に戻れというようなことに、そういう話をしているということではありませ

んけれども、今、遠藤委員から、鵡川町がどうしてそういうようなことになったかという
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ことを説明をされましたけれども、鵡川町名を入れて、旧町名を入れて募集した場合、そ

れはそういうような話をしましたけれども、その結果、鵡川町に決まった場合には「庁舎

は穂別町ですよ」というような条件をつけられていたと。それで、鵡川町としては、町名

も大切ですけれども、庁舎の問題についても大変重要であると。そこをはかりにかけられ

た、そういうような事情があったのです。ですから、一方的に我々が何の条件もなく「鵡

川町」を入れないで募集をするというような決定をしたということではありませんので、

その経緯は、いま少し説明のところから欠落していたのではないかと。私らはてんびんに

かけられた町名と庁舎の問題で、庁舎の方も大変重要な問題であるというようなことに考

えをまとめたという経緯があって、やむなく新町名でいこうというようなことを決めたわ

けでありますから、何にも考えもなしに、鵡川町を「最初から、おまえらはそういうこと

ではなかったのか」と言われても、そこには条件があったということですよ。そういうよ

うなことから今の話になってまいりました。

その点、募集をする段になりまして、住民説明会もやり、そこで鵡川町の町民の皆さんの

考え方を私らが少し考え方に配慮が欠けていたという部分については町民にも素直に謝り

たいと思いますけれども、順序が違う話だとかなんとかということでこの話をされるとい

うことについては、非常に私らも心外でありますので、この私らの方の事情としても合併

を進めていくには、この鵡川町という名前のことについてこだわっていかなければ、私ら

としてはこの協議会を続けていっても、町民の意見がそんなようなことでありますから、

ひとつ理解をしていただきたいということを申し上げているわけでありますので、先ほど

長谷川委員から出ました、もう一度旧町名も入れて、それから応募された中から選んで、

その旧町名も含んでもう一度仕切り直しという話も、それは方法としてあると思いますけ

れども、このことが順序が違うから話し合いに応じられないというようなことではこの協

議会も進まないと思いますので、どうかひとつそこのところは協議を続けていくような形

をつくっていただきたいと思います。

山口会長

ちょっと待ってください。先ほど私の問われた……。

(何事か呼ぶ者あり)

よろしいです。わかりました。

遠藤委員

別にけんかじゃないですよ。見解の相違ですから。それでは、なぜ穂別が条件をつけたこ

とを町民に知らせなかったのですか。私たちは一貫して「二つはだめだ」と。だめだとい

うよりも、町民感情から受け入れられないということは、一貫していますから。最初の日

からやっていますから。そういう条件を皆さん覚えて、合意したのでしょう 知らなかっ?

たわけでないでしょう 知らないのは町民でしょう 恐らく町民の方は知らないのではな? ?

いですか 「穂別は『二つは絶対だめですよ 」と 「どちらか一つにしてください」とい。 』 。
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うことを、事前に町民にもそういう条件を説明していなかったのでない 私ら取ってつけ?

て急に言ったのでないですよ。もう最初の日から言っているのですから。それだけです。

竹中委員

鵡川町の竹中でございます。まず、遠藤委員からも「けじめをつけた説明会だったのか」

というふうなことが言われたかと思うのですけれども、 点例をとりますと、穂別町さん1

がこの間言ってきている、名称を例えば鵡川に決まったときには庁舎については穂別に、

というふうな意見についてのキャッチボールは説明会でも、これは行政の方で住民の方々

にしてきている経緯がございます。 それと、長谷川委員が先ほど指摘がございました、

名称の選定に当たっては協議会で決めたルールに基づきながら、そこで 度点検しながら1

手順を踏んで議論をしてはどうかな、というふうに私は受けとめているわけなのですけれ

ども、今回、先ほど来出ておりますように、住民説明会の中におきまして、説明会の中で

の住民の方々の意見というのが、名称と合併をこれから協議していくということが同程度

の重みを持ったものだ、というふうに私たちは受けとめてこの場に臨んできております。

言ってみれば、選定基準の絞り込みの前に、名称というのが合併のこれからの進む道の中

において相当重きを持っているということでとらえているので、今回、小委員会の中でも

名称論議をする際に、小委員会レベルではなくて、承認決定した協議会というこの場にお

きまして、今回の説明会あるいは公募の中の点検というのを再度、お互いの町で向き合っ

てしていけないのかなということで、この場に臨んできております。

長谷川委員

先ほど私の発言が聞き違いしていただいた形がありますので、ちょっと訂正させてもらい

ます。

、 、 「 」10 18月 日に 応募に当たっての留意事項の中に 要するに公募する条件の中に 鵡川町

「穂別町」の名称は除く、という形で公募をしたということですよね。で、穂別も鵡川さ

んも「鵡川町 「穂別町」と書いた場合には無効となるということを、やっぱり理解して」

公募したと思うのですけれども、私は今、入れて再度協議した方がいいということではな

いです。 月 日の協議案第 号の決定というものの重みを重視してやるべきだ、とい10 18 3

うことを発言をしているのです。ですから、この選定方法の中で、 しか応募がなかっ188

たという今回の公募数ですね。そのことがやはりもう少し、全国の町村の合併でいけば、

市で合併した場合に 、 の応募があるという実例もあります。町単位で合併した4,000 5,000

合併町村の中では、大体 クラスの公募があったという実例もあるわけですから、そ1,000

の辺の論議はこの選定方法の中の論議で議論されるのでないかと思っていましたので、僕

は今回の穂別の委員の主張というのは、 月 日の町民に対して公募をした基本という10 18

ものをやはり重要視しておくべきだ、という発言をさせていただいております。

山崎委員

会長さん、この話はいくらやっても本当に堂々めぐりで、これ以上進まないと思うのです

よ。穂別町はこれ、 日に決めたことを大事にしていただきたいということを申し上げ18
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ておりますので、この協議をやめたという意味ではございませんので、これは少し冷却期

間を置くといいますか、そういうふうにしたらいかがかでしょうかというふうに思います

けれども。

山口会長

その前に、私も会長でございますから、この協議会をまとめていくという責任も一方では

あります。 ・ という数字が出た、出ない、という議論もございましたが、やはり現実7 4

的には私どもがこの 町という二つを合併という一つの方向性に持っていくためには、ど2

うしても私どもは現実問題としては対等という、あるいは大きいものが小さいものにどう

配慮するかとか、そこはやはり私どもの方がある意味では配慮というか思いというものを

、 。することが私どもの役割でもあるのかなという感じは 私はしているつもりでございます

そういう意味で、結果的に町民の皆様方がそれ以上に町名という問題に走ったということ

でございますが、やはりまとめていく私としてはそういう考え方でこの協議会を進めてい

かなければならないというのが私の役割だと一方では思っておりますので、ひとつご理解

をいただきたいと思います。

ただいま山崎委員から、ご発言がありましたが、鵡川町の方から……。

小坂委員

鵡川町の小坂でございますけれども。これは初めて町村合併という場面にぶつかった者同

士の話ですから、それは確かにいろいろな葛藤もありましょうし、我が町、我が町民を守

ろうという一つの意思表示もありましょうし、ただ何のために合併協議会に参加をして法

、 。定協議会まで移行したという この大義ということをいま一度考える必要があるのかなと

鵡川の町民が「鵡川町」にこだわるという背景、これはひとしくやっぱり町民利益という

か、そういう部分につながってくるだろう。合併の大義もやはり、両町の町民がいかに今

まで以上の福祉向上とか町民福祉に貢献できるかというところで合併協議に入った経過が

あるわけであります。町民の意向を無視して合併協議へ進むということはなかなかできな

い。しかし、事ここに来てこの合併協議が、鵡川の信義に反する……と言えば語弊があり

ますが、こだわりの中で穂別町の心情を害したという背景はこれは理解できますが、しか

しこの合併にも制限があるし、期間もある。両町が合併をしなければならないという両町

の立場を持ってこの協議会を進めてきたわけでありますから、この打開策ということもや

はり双方で協議をしながらやっていく方法を見出すのが協議会の大きな役割でもあるし、

後々、合併するにしてもあるいは別れるにしても、双方の町民がいろんな面でわだかまり

を持つようなやり方ということは避けていかなければならない、そういう知恵を出す場面

だと思うのです。今やめるのも結構だし、あるいはまた冷却期間を置くという場面も必要

かもしれませんが、いずれにしたって町民の意思ということは、これは尊重しなければな

3らない我々の立場でありますから、その部分もいま少し考えながら、穂別と鵡川、沙流

町に行き、あるいは東部 町の中でも協議を進め、いよいよ二つの町だけがこの合併に前5

向きに行こうよと、合併を前提にした法定協議会を進めようやという中で、決めたことも

これは決めたことでありますが、しかし手順として、合併という場面に入るのが幸か不幸
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か、今までの歴史の中で我々も初めてありますから、そういう中では確かに双方の意見と

いうことも、これは大事にしなければなりません。

しかし、その一方で、先ほどから言いますように 万 人の小さなまちが新たに誕生1 1,000

する目的を持ってやるわけでありますから、両町のやはりひとしく町民の意向ということ

を前提にしながら、特にこの町名の問題については決定をしていかなければならない。鵡

川は鵡川流の「鵡川」という主張をしますが、しかし穂別の町民の考え方ということも、

いま少し新町の計画もあわせて考える場面ということが、先ほど長谷川委員がおっしゃっ

た内容かなというふうに考えております。そういう部分では、穂別の住民説明会の折にも

言っておりました町民が、やはりもう少し町民の意向ということもくみ上げていただきた

い、という旨の発言もされておりました。やはり鵡川の町民も同じ理屈で、町民の意向を

反映するような町村合併であってほしいという意味で町名にこだわっているという内容を

、 、 、ご理解をいただきながら これは打開策ということも せっかくの協議会でありますから

つくり上げる、あるいは方法を模索する……。合併特例法の期間内ということになれば、

非常に時間がせっぱ詰まっている状況もあります。そんな中でどうするかということも含

めて、いま少し協議する必要があるのかなと思いますので、議長の方で取り計らいをお願

い申し上げたいと思います。

小林委員

議長、いいですか。ちょっと一言だけ言わせてください。

山口会長

どうぞ。

小林委員

さっきから、いよいよ今までのことはともかくとしても、町名で今、言い争っているとこ

ろですから。こうだああだと言うのだから。ほかは何もないわけさ。ところが、これを見

ますと、鵡川町、いや、鵡川町の人たちは「鵡川というまちは、このまちは置かなければ

ならない 「いや、シシャモが、野球が」と大した言われているけれども、僕はかなりの」

人数はここに「鵡川町」と出てくると思ったのですよ。意外や意外、 。本当に「鵡川」92

と書いたのが、 しかないのだわ。また、私たちのまちも熱意がないのだわ。 、それ43 88

で書いているのが なのだ。こういうことでしょう まだ浸透していないのですよ。そ30 ?

れを私たちはここで争っていることにならないの あんた方は。あんた方が「鵡川」に本?

当にしたかったら、もっと出てこなければならないの、ここへ。説明の不徹底さ、はっき

り言って。私らもそうかもしれん。でも、私らは、あえて鵡川でというのをじょっぱるで

も突っ張るでもないのだから。いいですか、これ、もう一回町民の人に説明をして 「ど、

うか」と。いや、それじゃ「鵡川が駄目だと言うのならやめよう」と言うか言わないか、

あんた方の声で町民の声を聞いて、もう一回私らと話し合いしよう。どうですか。そうし

なかったら、前へ行かないよ、これ。もうこの辺でやめてもらいますわ。
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山口会長

ちょっと待ってください。

(「議長、もういいですよ」と呼ぶ者あり)

(「議長」と呼ぶ者あり)

山口会長

ちょっと待ってください。

今日は協議会に、最初から委員としてオブザーバーとして胆振支庁の地域政策部長の棟方

部長さんにおいでいただいております。新たな視点でご意見を頂きたいと思いますので、

よろしくお願いしたいと思います。

棟方委員

胆振支庁の棟方でございます。委員の方に加えさせて頂いておりますので、なかなか今、

鵡川町さんと穂別町さんからの双方のご意見、かなり大きくすれ違っている状況でござい

ますので、私の方からちょっとどちらにも属しておりません委員として一言言わせていた

だきたいのですけれども、今、法定協まで設置していったという大義は何なのか、という

ご意見がございました。やはりこれはこういう議論を進めていく上では皆さん、常に頭の

中に置いて、当然検討していらっしゃると思います。そういうことからいくと、今名称の

こと、今回これは名称の議論だけだからかもしれませんけれども、名称のことをおっしゃ

っているのですが、ではその名称がなぜ鵡川でなければならないのか、そのことについて

は何の説明もないわけですよ。町民がそう思っているから、ということでは、これは鵡川

という名前にならないのです。しかも、この法定協を最初に対等合併ですよということを

決めておるわけですから、編入合併ではないわけですから、その中で当然、名称の問題と

いうのはどの自治体も出てきます。編入であれば、親元になる町の名前が残りますので名

称問題はありませんが、対等合併である以上は当然出てきます。では、もう少し冷静に、

鵡川というまちでなければならないという理屈というものが出てこないと、やはりこれは

いくら議論をしても、穂別町さん側の方の理解は得られないと思いますし、もしかすると

鵡川町の町民の方も、新しいまちをつくろうとみんなで決めて議論をしているのに、なぜ

鵡川という名前にこだわるのですか、という方もいらっしゃるかもしれない。

私は、法定協をつくってこうやって議論していらっしゃるということは、時代の要請、時

代の流れの中では当然、今の財政状況を含めて国・地方ともに非常に厳しい中にあって、

より合理的な市町村の運営を進めていかなければ生き残れない。また、地方分権がこれだ

け進んできて、それなりの器を保っていかなければ、これは住民に対する十分なサービス

ができないという大義があるから、今合併の議論をしているわけですから、このことを単

に名称のことだけで、今こんなに熱くなっているということについては、ちょっと私とし

てはもう少し頭を冷やしていただきたいなと。
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で、先ほど議長さん、山口町長がおっしゃったように法定協の中は、双方の町民に対して

「二つのまちが合併したという形はこういうふうになりますよ」ということを町民の方々

にお示しをして、そして町民の方々に判断をしていただくことがこの協議会の目的なので

すね。目的というか、そのことを目的というか、それだけがこの独立法人格を持った法定

協に与えられた任務なのですよね。ところが今、まだ道半ばです。議長さんがおっしゃっ

たように、決めなければならない重要なこと、町民に示さなければならない基礎的な重要

案件というのはまだまだ残っているわけです。特に今、名称と絡めていけば、一番問題に

なっているのは、これから建設計画の具体的なものを決めていく上で、この新しいまちは

どういうまちになるのですか、どういうものをみんなで、二つのまち、今まで歴史が違う

ものが一緒になって、住民が互いに新しいまちをつくっていこうというまちづくりをする

のは、新しい建設計画というのが具体的になって皆さんと進めていくわけです。そのとき

に、例えば鵡川という名前がなぜ必要なのか、というものは、この中から出てくるのです

ね。だから私として、なぜかという理由も示されないままの議論の中で、名前だけで今、

、 、時間を引っ張るというよりは もう少し重要案件をもっともっと進めていっていただいて

その中からこの新しいまちというのは、例えば鵡川という川の流れの中に穂別の山があっ

て、それから平野では農作物があって、その豊かな水が海に行って、そこでシシャモがと

れるのだという、その象徴が鵡川なんだよと。それを両町の人たちが共通理念としてやっ

ていく、その理念を穂別町の住民の皆さんも持てるのであれば、それは鵡川という名前に

なるのだと思います。もしくは、これから地球温暖化の問題がいろいろ起こってきている

と。もう森林というものの大切さ、それを象徴的に我が新しいまちは環境に配慮するまち

なのだよ。だからうちは「穂別」なんだよ、という名前が出るかもしれない。そういう流

れの中でつくっていったらいかがでしょうかと思うのですね。

だから今、検討……ここは一たん、前回の協議会の中で住民募集を決めて、もうその結果

が出てきています。ですけれども、その中でそういう決定を協議会ではしたけれども、新

しい名称について議論するにはまだ足りない部分があるので、そこを先行させていただき

ましょう、というような流れで、一たんこの問題について少し、今おっしゃっているよう

に冷却するというのですか、そしてもう一度名前について、この旧名称を使う使わないと

いうことのやりとりは、それはあって決定もしているのでしょうけれども、それはその新

しいまちづくりの方向性とかその中で、そういうまちの名前が本当にふさわしいのであれ

ば、もう一度その議論の中でそじょうにのせるとか、そういう形でもう少し議論をしてい

ただいた方がいいのかなと思っています。

本当にその名称というのがなぜ大事なのかというと、これから地域戦略といいますか、地

域というものはこれから他の地域と競争の時代に入っていきます。そうでなければ生き残

っていけない時代と、それぐらい厳しい時代なのです。ですから、そういう地域戦略をど

う持っていくのか、新しいまちをどういうふうに持っていくのか、この結果のところで出

てくる名称だと思いますので、私も委員の 人とすれば、そのような形で、今公募して数1

字は出て、名称も出てきています。川を中心とした名称というのもかなりありましたし、
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自然とかいろんな町民の方が真剣に考えて出してくれたんだな、というのは今回の資料の

中で読ませていただきました。ですけれども、まだこの協議会の中でそのことをいくつか

に絞る、 点に絞るとかというための、まだ議論が足りないという時期だということで、3

もう少し、もっと別な問題について重要案件がたくさんございますので、そちらの方を議

論を進めて、そして最終的に住民に対して一つの選択肢として、合併した場合の「新しい

まちの形はこうですよ」というものを示すところまで、ぜひ私としては議論を深めていっ

ていただきたいなと思っております。

やはり名称は大事でございます。大事ですけれども、なぜ大事なのかということを考えた

上で、もう一度議論していただきたいと思っておりますということでございます。

ちょっと長くなりました。よろしくお願いいたします。

山口会長

それではご意見、まだございますでしょうか。

鵡川町さんは、ございませんでしょうか。

中奥委員

、 、今の名称のことで広く議論をされているわけでありますが 先ほど来穂別さんの方からは

協議会で一たん決定を見ているわけだから、それを遵守すべき、と。当然、おっしゃると

おりだと私も思います。それだけこの協議会の決定事項というのは重いものがあるという

、 、 、ふうにはとらえておりますが ただ先ほど来 鵡川側の方から皆さんに理解を求めている

この町民の鵡川町の住民の意向があまりにも強いという部分、ここを押し通して、果たし

てこの合併が存続していけるかどうかというところまで私どもとしては心配が生じている

わけでありまして、そういうことから、決定は見ているけれども、何とかもう一度この面

についての協議の場が持てないか、再考願えないのか、ということで申し上げているわけ

であります。

そういうことにつきましては今、支庁の棟方さんの方からもアドバイスがありましたけれ

ども、私はやはり名称というのは一番大事なことだろうと思っています。鵡川というのは

あまりにも鵡川の住民は鵡川を主張しているというふうには、いろんなさまざまな町民個

々のさまざまな思いや考えがあってそういう主張をしているわけでありますが、一つ私は

農協という立場で、農業という面から見れば、この鵡川というブランドといいますか、そ

10ういうもので主に本州に特にそ菜を中心に販売をするわけでありますけれども これが、

年も 年もかけて鵡川というブランドができ上がってきているわけであります。こうし20

たものをただ合併をするからということでこのブランド名を壊すということは、私にとっ

ては非常に残念であります。確かに穂別さんは穂別さんのブランドというものもあるので

しょうけれども。ですから、始まってまだ、これ決定はしていますけれども、旧町名を抜

いて公募したという部分でちょっとやっぱり問題が生じているのかなと、そんな気もいた
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します。それは決定はしているというのはわかります。私どもで決定したわけですからわ

かりますけれども、住民説明会とか、あるいは住民の今回のアンケートの内容から見てそ

ういうふうに読みとれるわけでありますから、私はここで、何とか穂別さんの委員さんの

方で再考という部分を考えていただけないか、ということでお願いするわけであります。

以上です。

山口会長

分間、休憩をしたいと思います。再開を、 分に開会をしたいと思います。10 25

(休憩 午後 時 分)4 15

(再開 午後 時 分)4 27

山口会長

それでは、再開をしたいと思います。いろいろとこれまでそれぞれの、協議会で今日は議

論をさせていただきました。非常に大事な場面だと思っております。私はやはり今後合併

は冒頭申し上げたとおり、小さな 町という合併の中で、残念ながら 町の枠しか無かっ2 2

たわけでございますが、非常に大きな、ここにひずみがきたと思っております。

しかし会長としてご発言をさせていただければ、お互い両町は個々の財政基盤あるいは将

来の、 年後 年後のこの町のあり方をお互いにいうならば、 町が可能な限り合併の前5 10 2

向きな議論が必要では無かろうかと思っております。そういう意味では、私が先ほど申し

上げたとおり、まだまだ大変重要な議題を実は持っているわけでございます。しかしなが

ら、今回の協議会は名称という一つの議題の中で議論させていただいたわけですが、そう

いう意味で冒頭、穂別町さんが鵡川町の問題だという提起もされたわけでございます。

そういう意味では私どもが問題提起をさせていただいたわけでございますから、ここで一

定の、若干の日にちを置いた中での、今回の協議会の延期という形の中で納めさせていた

だければというふうに思っておりますが、私の会長としての判断にご意見ございませんで

しょうか。

山崎委員

先ほどから鵡川、穂別それぞれの意見が出ておりますし、鵡川の皆様も穂別の我々の立場

というものもご理解いただけなければならないと思ったわけでございます。できることで

あれば、良いことも悪いこともすべて含めて、やはり鵡川は鵡川で住民の皆さんに今まで

の経過説明なり、そういうものをきちんとしたうえで、それでまた話し合いが持てればい

いなというふうに思っているわけでございます。

穂別町もそれなりにまた、そういう機会があれば、またそういう形になるのかなというふ

うに思いますけれどもですね、今我々が別室で話し合った経過というものは今申し上げた



- 21 -

とおりでございます。また、穂別町は決してこの協議会をやめたということではございま

せんので、どうか鵡川の皆さんもじっくり考え話し合ってですね、そして穂別とのテーブ

ルにつくということも話し合っていただければというふうに思います。

今日は以上をもちましてこの協議を終わらせていただいて、先ほど申し上げましたように

冷却期間をおいて、先に延ばしていただければと思っております。以上です。

小坂委員

この協議会が、お互い主張ばかりで無く、それらも含めた建設的なひとつ形がですね、こ

の協議会、今日延期という会長の発言もございましたので、後々改めてまたこの協議会が

開催されるであろうというふうに考えますし、その前に叩いてですね。さらにまた研鑽を

かねて…。いずれにしても穂別町、鵡川町の町民が将来にわたって安心できるまちづくり

を目指すという、この協議会が続いていくことを…意見として述べたいと。鵡川町の委員

もそれぞれこのことを望んで、合併協議会に参加をしている。議決をしている背景もござ

います。町民の意向も非常に重くございます。付託を受けて鋭意努力していくことをひと

つ、この協議会を臨んでいきたいというふうに考えております。以上です。

山口会長

本日は長時間にわたりまして協議をしていただきまして、誠にありがとうございます。

一たんこの協議会を延期をさせていただきたいと思っております。また、後ほどそれぞれ

の委員のご都合もかんがみながら、しかしながら今、 月は議会の定例会の最中でござ12

います。しかし、この問題いかんによっては非常に大きな方向性もあるわけでございまし

て、その合間を縫いながら、大変皆様方にはご苦労をおかけすると思いますが、次回の協

議会を、その間の中で開催をさせていただくべく日程調整をしてまいりたいというふうに

考えておりますので、よろしくお願い申し上げたいと思います。

、 。 。本日の会議 これで終了させていただきたいと思います どうもありがとうございました

(午後 時 分)4 34


